
 

 
 

 

 

 

 

 

◎早ね早おきをしよう。               ◎テレビやゲームは、時間をきめて、見るようにしよう。 

◎べんきょうは、朝のすずしいうちにしよう。  ◎午後６時には、家にいるようにしよう。 

◎でかけるときは、「行き先」「かえる時こく」「だれと」をかならずいえの人に言ってから出かけよう。 

◎じてん車は、正しいのり方でのろう。      ◎ちいきの公園を正しくつかおう。 

 

 

 

かならずしましょう！ 

①  サマー１６(かん字・けいさんブック) 
お家の人にこたえ合わせをしてもらい、 

まちがいなおしをしましょう。 

②  絵日記 １まい 
夏休みの思い出を、絵と文で知らせてください。 

夏野菜のかんさつを かいてもいいですね。 

③  けんばんハーモニカのれんしゅう 
音楽ファイルを見て、れんしゅうをしましょう。 

けんばんハーモニカのそうじも しておきましょう。 

④  ・読書かんそう文 

・図画(ずが)・ポスター 

 

べつのプリントを見ましょう。 

ちょうせんしてみよう！ 

（ア） クロームブック ミライシードで学習・でんし図書で読書などをしましょう。 

（イ） 習字
しゅうじ

 プリント「書道
しょどう

作品
さくひん

募集
ぼしゅう

のお知らせ」を見ましょう。 

（ウ） 作文
さくぶん

・作品
さくひん

 プリント「国語
こ く ご

 夏休み作品
さくひん

募集
ぼしゅう

」を見ましょう。 

（エ） 読書 
いろいろなしゅるいの本を 読んでみましょう。 

図書かんも りようしてみましょう。 

（オ） お手つだい かぞくの一員
いちいん

として、自分
じ ぶ ん

にできる 家のしごとをしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氷丘南小学校  

２年学年便り 第６号   

202５年７月２３日（水） 

夏休み号！ 

８月２５日（月）ぜん校とうこう日 
１０：００ 下校 

☑ もってくるもの 

 上ぐつ ・ 体いくかんシューズ 

 かならずする夏休みのしゅくだい（①から④ぜんぶ） 

 ちょうせんした しゅくだい（アからウに取り組んだ人） 

 通知ぼファイル（ひょうしは、入れたままにしておく） 

 ぞうきん２まい（名前を書かずに） 

 ふでばこ 

 れんらくちょう 

 

 

９月１日（月）２学き しぎょうしき 
１１：０５ 下校 

☑ もってくるもの 

 おどうぐばこ 

 ねんどばん 

 ふでばこ 

 れんらくちょう 

 すべての夏休みのしゅくだい（まだの人） 

 通知ぼファイル（まだの人） 

 ぞうきん２まい（まだの人） 

 

※④は、２種類
しゅるい

の中から １つ以上
いじょう

 とり組みましょう。 

 



 

保護者のみなさまへ 
 

 元気いっぱい、やる気いっぱいの２年生の子ども達。日々、たくさんの成長を見ることができましたのも、保護者の皆様の

たくさんのご理解とご協力があったからこそです。本当にありがとうございました。２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み中 家に持ち帰るもの 夏休み中 学校に置いておくもの 

お道具箱、粘土板、音楽バッグ、鍵盤ハーモニカ、 

クロムブック、充電器、体育館シューズ、上靴、 

植木鉢、支柱、水やりキャップ、 

国語・算数・生活、図工の教科書、 

ノート類（捨てないでください） 

置き傘、算数セット、粘土、本読みカード 

道徳科、書写の教科書 

夏休みの宿題について 

ワーク「サマー１６」と冊子「かん字・けいさんブック」は、お家の方で答え合わせをお願いします。 

お道具箱について 

お道具箱の中の点検、補充をしてください。 

特に、「のり・クレパス・色えんぴつ」の点検、補充をお願いします。 

粘土板は洗っていただきますようお願いします。 

植木鉢について 

夏休み中も、夏野菜の収穫をお楽しみください。 

夏野菜が枯れましたら、植木鉢を空にしておいてください。 

植木鉢と支柱と水やりキャップは、家庭で保管しておいてください。 

２学期にむけて 

上靴や 体育館シューズが小さくなっていることがあります。 

また、名前が薄くなっているものも多いようです。今一度ご確認ください。 

これまで同様、持ち物には全て記名をお願いします。 

インターネットについて 

現在、スマートフォンやタブレットなどを通して多くの児童がインターネットと密接に関わっていることで、 

ネットトラブルに巻き込まれる可能性が大変高くなっています。お子様と一緒に危険性について考えてい

ただき、家庭でのルール決め・把握・見守りを徹底していただきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 


